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大量殺傷犯人の属性と犯行パターン(1)日本におけ
る大量殺傷事件の類型































































































Disgruntled citizen mass killer（不満を持った市
民タイプ）は，自分の境遇や社会一般への不満の
ために，繁華街や住宅街で無差別に殺傷を行うタ
イプである。The Ideological mass killer（イデオ
ロギータイプ）は大量殺傷というよりはテロ行為
であり，自らの政治的な信念のために大量殺傷を





























































































































1 宅間守 2001 年 6 月 8 日、小学校に侵入。児童ら 8人を殺害、15 人に重軽傷を負わせる。
2 加藤智大 2008 年 6 月 8 日午後 0時過ぎ、歩行者天国にトラックで突っ込み、通行人をナイフで 7名を刺殺。10人重軽傷。
3 岡田直人 1996 年 4 月 30 日午前 2時頃、別れ話のこじれで、社員寮に放火し、相手の夫と妻を刺殺し、長女を焼死させた。
4 諸留良利 2005 年 1 月 11 日午後 5時頃、自宅で、妻と子ども 2人を殴打し殺害。
5 浜田美輝 1994 年 6 月 5 日夜から朝にかけて、別れ話のこじれから相手宅に押し入り、家にいた 3人の手や足を縛り刺殺。
6 小日向将人 2003 年 1 月 25 日午後 11 時頃、暴力団男性がスナックで、一般市民など 4人を射殺、2人が重傷を負った。
7 坂口実 2007 年 12 月 3 日午前 6時頃、恨みを持った一家を就寝中に襲い 3人を刺殺。
8 飯嶋勝 2004 年 11 月 24 日午前 9時頃、自宅に引きこもっている事から口論になり、家族 3人を殴殺した。
9 清水英和 2004 年 2 月 24 日朝、家族 3人を包丁や木槌で殺害。家族間トラブルが引き金だと思われる。
10 藤間清波 1982 年 5 月 27 日午後 8時頃、知人とともに、交際を反対された女性の家に押し入り、3人を刺殺。
11 斎藤真弓 1998 年 6 月 1 日未明、離婚を迫られ、将来を悲観し、子ども 3人の首に電気コードなどを巻き付け殺害。
12 伊藤竜 1986 年 11 月 3 日夜、妻と口論になり、妻と子どもを絞殺。その後、父と母を絞殺。
13 松井喜代司 1994 年 2 月 13 日午後 10 時、路上で女性を殴殺した後、結婚に反対していた女性の両親をハンマーで殴殺。
14 曹士春 1998 年 1 月 29 日午後 5時頃、通りがかりの小学生 1人を刺殺、看護婦の女性に怪我をさせた。犯人は自殺。
15 手沼尻正一 1991 年 9 月 9 日午後 4時頃、家族 3人の首を絞め殺害、実弟と焼身自殺を図ったが死に切れなかった。
16 東条和彦 1990 年 12 月 6 日午後 7時頃、恨みのあった女性に重傷を負わせ、男性を刃物で刺し死亡させた。
17 野本岩男 1994 年 10 月 29 日午前、妻と子どもの首を絞め絞殺。遺体を海に捨てる。
18 西本晴芳 1992 年 7 月 10 日午前 8時頃、仕事上の恨みから 3人射殺、1人に重傷を負わせた。
19 小嶋由紀 2006 年 10 月 6 日未明、妻が無理心中を図り、夫と子どもと母の 3人を杭で刺して殺害。容疑者も自殺。
20 ネベス 2006 年 12 月 18 日午後 9時過ぎ、男女関係のもつれなどで相手とその子ども 2人を殺害。その後逃走。
21 及川和行 2001 年 8 月 8 日夕方、金銭目当てで侵入した家にいた子ども 3人を包丁で襲い、2人死亡。
22 中沢金次郎 1975 年 3 月 27 日未明、金銭トラブルの相手が管理するアパートに放火。6人焼死、5人が負傷。
23 古沢友幸 2002 年 7 月 31 日未明、離婚問題をめぐって、妻の両親と孫の 3人が殺害され、元妻が監禁された。
24 川崎政則 2007 年 11 月 16 日午前 3時頃、金銭トラブルのあった家の被害者など 3人を刺殺し、掘っていた穴に死体を遺棄。
25 尾子光明 2007 年 7 月 2 日未明、無理心中を図り、家族 3人を絞殺。本人は、服役中に自殺。
26 吉永安伸 2001 年 8 月 1 日午後 7時頃、自宅で両親を包丁で刺したのち、外に出て通行人など 4人を刺した。
27 伊東嘉信 2006 年 5 月 7 日未明、恨みを持つ相手の家族の家に押し入り、2人を刃物で刺殺、1人に重傷を負わせた。
28 庄垣正雄 2005 年 8 月 14 日午後、悪口を言われたと恨みを持ち、相手の家に侵入 2人を刺し、別の被害者 1人も刺した。
29 神乃浦一男 2000 年 11 月 22 日夜、以前にトラブルがあった相手 3人を銃で殺傷。1人死亡、2人重軽傷。
































31 竹沢一二三 1993 年 8 月 28 日未明、元妻をかくまったと勘違いし相手の男性宅に押し入り、男性とその妻を刺殺し放火。
32 少年 2008 年 1 月 9 日深夜、19 歳の少年が母と兄弟 2人を刺殺、その後火を付けた。動機は不明。
33 名古圭志 2002 年 8 月 16 日午前 11 時頃、兄の家で妻と長女 2人を包丁で刺し、殺害。二男に重傷を負わせた。
34 藤岡治 1994 年 8 月 27 日午前 4時頃、男女関係のもつれから相手の家族など 2人を刃物で殺害し、1人が重傷。
35 少年 1994 年 8 月 27 日午前 9時頃、乗組員の少年が船長など 2人を刃物で刺して殺害、1人が怪我をした。
36 渡辺忠幸 1992 年 7 月 8 日午後 4時頃、強盗傷害で指名手配中の犯人が逃走中、警官 2人が射殺され、主婦が重傷を負った。
37 山崎猛 1989 年 8 月 28 日正午頃、恨みがあった相手夫婦を刃物で刺し殺害、スーパーのアルバイトにも重傷を負わせた。
38 17 歳少年 2003 年 2 月 14 日午後、17 歳の少年が包丁を持って小学校に侵入。教職員 3人を刺した。
39 明山家二男 2002 年 12 月 15 日午前 0時過ぎ、家族 2人を包丁で刺殺、1人に重傷を負わせた。統合失調症。
40 信州大学生 1990 年 2 月 17 日午後 3時過ぎ、信州大生が 2人を殴打、1人に重傷を負わせた。
41 田辺昭明 2001 年 9 月 3 日午前 10 時頃、立ち退きトラブルで、刃物で 1人刺殺、2人にケガを負わせた。
42 高見素直 2009 年 7 月 5 日午後 4時頃、パチンコ店に放火、4人が死亡、19 人が重軽傷を負った。借金を抱えて放火を決意。
43 樺沢利晴 1985 年 10 月 2 日午後 11 時頃、おじに恨みをもっていたおいがおじとその妻を刺殺、1人に重傷を負わせた。
44 少年 1998 年 1 月 8 日朝、包丁を持って外に飛び出し、幼稚園児や、その母、女子高生などを襲った。
45 中国人 3人 2003年 6月 20日午前0時過ぎ、金銭目的で被害者宅に侵入、家にいた4人を絞殺。その後遺体を海中へ遺棄した。
46 小林光弘 2001 年 5 月 8 日午前、強盗目的で消費者金融に押し入り、放火。5人を焼死させ、他 4人に重軽傷を負わせた。
47 村田幹夫 2005 年 4 月 2 日午前、借金を抱え無理心中を弟と共謀し、家族 5人を絞殺。幹夫自身は自殺未遂。
48 小川和弘 2008 年 10 月 1 日午前 1時頃、個室ビデオ店に放火。16 人死亡、10 人重軽傷。
49 上部康明 1999 年 9 月 29 日夕方、車で駅構内の通行人らをはね、包丁で乗客らを切りつけた。3人が死亡 12 人が重軽傷。
50 林真須美 1998 年 7 月 25 日、地元の夏祭りで振る舞うカレーにヒ素を入れ、4人が死亡した。（否認中）
51 造田博 1999 年 9 月 8 日昼、包丁と金づちで通行人などを襲った。2名が死亡、6人が重軽傷を負った。
52 池田一通 1980 年 1 月 31 日夕方、自宅で、斧で 7人を殺害し 3人に重軽傷を負わせた。その後自殺。無理心中。
53 渡辺純一 2004 年 10 月 14 日、詐欺グループの仲間割れで、4人が集団リンチで死亡。その後死体を雑木林に埋めた。
54 山田吉孝 1989 年 9 月 3 日午前 10 時頃、隣人トラブルから、住民 2人を猟銃で射殺し、4人に重軽傷を負わせた。
55 吉好英明 1976 年 6 月 14 日午後 4時過ぎ、内妻と離婚するように妻の姉に迫られ、一家 4人を包丁で刺して殺害。
56 徳永励一 1974 年 3 月 6 日午後 3時頃、仕事上の恨みから相手の一家 5人を殴殺。
57 鈴木喜造 2008 年 6 月 28 日未明、無理心中を図り、家族 3人を殴打、本人も自殺未遂。
58 大浜松三 1974 年 8 月 28 日午前 9時頃、ピアノの音がやかましい近隣住民宅に侵入、家にいた 3人を刃物で刺殺した。
59 太田勝憲 1979 年 7 月 18 日夜、金銭トラブルから猟銃で相手家族 4人を殺害。
60 木内芳雄 2008 年 6 月 24 日午前 6時頃、家族トラブルから一家 4人をハンマーで殴り殺害。
61 加クチ山秀武 1989 年 8 月 13 日、離婚話で妻と子ども 4人を殺害。
62 原平 2005 年 2 月 27 日午前、一家 5人殺害。本人も自殺を図る。動機不明。
63 藤城康孝 2004 年 8 月 2 日午前 3時、家族への恨みから一家 7人を牛刀で殺害。
64 少年 1992 年 3 月 5 日午後、金銭目的で被害者宅に侵入。4人を絞殺、刺殺し、1人に怪我を負わせた。
65 ムアン 1987 年 2 月 8 日午後 6時頃、自宅で子ども 3人を刃物で刺殺し、その後病院に入院していた妻を刺殺した。
66 朝倉幸治郎 1983 年 6 月 27 日午後 3時頃、引き渡しに応じなかった家に押し入り、家族 5人を殴殺、遺体をバラバラにした。
67 日高安政 1984 年 5月 5日午後 10時頃、作業員寮に放火して保険金をだましとろうとした。6人が焼死、消防士 1人が死亡。
68 川俣軍司 1981 年 6 月 17 日昼前、路上で母子 3人が刺され死亡。主婦らも 4人刺され、4人が死亡、2人が重軽傷を負った。
69 丸山博文 1980 年 8 月 19 日夜、新宿のバスターミナルに放火。3人死亡、19 人が重軽傷を負った。
70 覚せい剤密輸グループ会長 2000 年 3 月 2 日早朝、敵対する暴力団が経営していたテレクラに放火。4人死亡 3人がやけどを負った。
71 篠沢一男 2000 年 6 月 11 日午後 7時頃、金銭目的で、従業員や店長を縛り、目隠しをしたのち放火し 6人を焼死させた。
72 山本開一 2003 年 12 月 14 日午後 0時頃、恨みを持っていた暴力団の事務所内で 5人を射殺した。
73 高尾康司 2003 年 12 月 18 日午前 3時、面識のない家に放火。その家の 4人が死亡。
74 梅川照美 1979 年 1 月 26 日、銀行に金を出せと押し入り、5人を射殺、1人に怪我を負わせた。警察によって射殺された。
75 江成征男 2008 年 3 月 28 日未明、経営者の男性が 家族 5人を刺して自殺を図った。
76 米沢俊信 2008 年 1 月 28 日午前 8時頃、夫が妻と二女を刺し死亡させ、長女と長男に怪我を負わせた。
77 鈴木勇雄 1990 年 9 月 25 日夜、相続トラブルで、兄を射殺、妻子と警官に重傷を負わせた。
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自宅 知人の家 路上 合計
接点
家族 度数 19 4 0 23
接点 の % 82.6% 17.4% .0% 100.0%
知人 度数 0 27 3 30
接点 の % .0% 90.0% 10.0% 100.0%
面識なし 度数 0 4 18 22
接点 の % .0% 18.2% 81.8% 100.0%
合計 度数 19 35 21 75
接点 の % 25.3% 46.7% 28.0% 100.0%
Table.4 関係性と年齢層
年齢
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 合計
接点
家族 度数 1 3 5 10 4 2 25
接点 の % 4.0% 12.0% 20.0% 40.0% 16.0% 8.0% 100.0%
知人 度数 1 5 7 9 4 4 30
接点 の % 3.3% 16.7% 23.3% 30.0% 13.3% 13.3% 100.0%
面識なし 度数 3 7 7 5 0 0 22
接点 の % 13.6% 31.8% 31.8% 22.7% .0% .0% 100.0%
合計 度数 5 15 19 24 8 6 77
接点 の % 6.5% 19.5% 24.7% 31.2% 10.4% 7.8% 100.0%
Table.3 関係性と凶器
凶器
刺殺 身体的暴行 撲殺 射殺 放火 その他 合計
接点
家族 度数 12 7 3 2 0 1 25
接点 の % 48.0% 28.0% 12.0% 8.0% .0% 4.0% 100.0%
知人 度数 16 1 3 5 4 1 30
接点 の % 53.3% 3.3% 10.0% 16.7% 13.3% 3.3% 100.0%
面識なし 度数 11 1 1 2 6 1 22
接点 の % 50.0% 4.5% 4.5% 9.1% 27.3% 4.5% 100.0%
合計 度数 39 9 7 9 10 3 77
接点 の % 50.6% 11.7% 9.1% 11.7% 13.0% 3.9% 100.0%
































家族 度数 3 22 25
接点 の % 12.0% 88.0% 100.0%
知人 度数 8 18 26
接点 の % 30.8% 69.2% 100.0%
面識なし 度数 10 11 21
接点 の % 47.6% 52.4% 100.0%
合計 度数 21 51 72
接点 の % 29.2% 70.8% 100.0%
Table.5 関係性と被害者数
被害者数
2人 3人 4人 合計
接点
家族 度数 2 11 12 25
接点 の % 8.0% 44.0% 48.0% 100.0%
知人 度数 1 17 12 30
接点 の % 3.3% 56.7% 40.0% 100.0%
面識なし 度数 1 5 16 22
接点 の % 4.5% 22.7% 72.7% 100.0%
合計 度数 4 33 40 77
接点 の % 5.2% 42.9% 51.9% 100.0%







































































































Disgruntled employee mass killer， The
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Attributes and Behavioral Patterns of Mass Murderer in Japan(1)
OCHI Keita and KIDO Mayumi
In the present study, relations between the criminal styles of mass murder cases and the
attributes of criminals were examined.  Following reviews of former studies on mass murder cases,
the actual mass murder cases in Japan were analyzed.  Firstly in the analysis, seventy-seven mass
murder cases which took place in the period between 1974 and 2009 were categorized on the basis
of multidimensional scaling into three groups, that is, an “indiscriminate murder” type, a “suicide of
an entire family” type, and an “atrocious crime” type. 
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